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建築基準法と安心安全 
～違反建築ゼロ、その前に～ 

 

阪神・淡路大震災の犠牲者 6434人の 77％は建築の不安全が元凶だ。①違反建築、②耐震改修の遅れ、③戸建

て住宅の管理の失敗による。日本は①災害から国民を守る為に制定された建築基準法の志に帰り「完了検査率

100％＝違反建築ゼロ」原理を発見し、②地震による死者ゼロを掲げる高知県の耐震改修システムが 100％に迫

る。残るは③戸建て住宅の管理を支援する仕組みづくりだ。一方、法の安全基準は最低限だから大地震で崩壊し

ないが震災後に元の暮らしに戻るのは容易でなく、火災から命を守りきれないことがあることは知られていない。

100％の意味を考え、「違反建築ゼロ」の前に進む時が来た。本書は、法の制定に先だった描かれた「学問技術の

恩恵を全ての人に行き渡らせて命を守る」という夢を追い、これからの安心安全を語る。 
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